
平成３０年度高知県の特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する状況調査結果
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192 校 107 校 52 校

32,279 人 13,952 人 13,646 人

172 校 93 校 33 校

89.6 ％ 86.9 ％ 63.5 ％

165 校 92 校 20 校

85.9 ％ 86.0 ％ 38.5 ％

165 校 77 校 18 校

85.9 ％ 72.0 ％ 34.6 ％

158 校 70 校 11 校

95.8 ％ 90.9 ％ 61.1 ％

1,963 人 657 人 111 人

6.1 ％ 4.7 ％ 0.8 ％

745 人 297 人 72 人

84.7 ％ 73.9 ％ 27.6 ％

1,791 人 471 人 57 人

91.2 ％ 71.7 ％ 51.4 ％

718 人 223 人 35 人

96.4 ％ 75.1 ％ 48.6 ％

84 校 41 校 12 校

43.8 ％ 38.3 ％ 23.1 ％

65 校 28 校 7 校

77.4 ％ 68.3 ％ 58.3 ％

773 人 301 人 70 人

2.4 ％ 2.2 ％ 0.5 ％

498 人 226 人 30 人

56.6 ％ 56.2 ％ 11.5 ％

661 人 215 人 45 人

85.5 ％ 71.4 ％ 64.3 ％

433 人 166 人 17 人

86.9 ％ 73.5 ％ 56.7 ％

128 校 81 校 15 校

66.7 ％ 75.7 ％ 28.8 ％

115 校 70 校 11 校

89.8 ％ 86.4 ％ 73.3 ％

456 人 363 人 61 人

233 人 207 人 32 人

421 人 341 人 57 人

92.3 ％ 93.9 ％ 93.4 ％

231 人 195 人 31 人

99.1 ％ 94.2 ％ 96.9 ％

354 人 284 人 24 人

77.6 ％ 78.2 ％ 39.3 ％

221 人 181 人 18 人

94.8 ％ 87.4 ％ 56.3 ％

　うち、作成している学校

　うち、医師による発達障害の診断がある児童生徒数

　（必要な全校児童生徒のうち、診断のある児童生徒が占める割合）

　うち、医師による発達障害の診断がある児童生徒数

　（作成が必要な診断のある児童生徒に対する割合）

　うち、医師による発達障害の診断がある児童生徒数

校種

　（必要な全校児童生徒のうち、診断のある児童生徒が占める割合）

　うち、医師による発達障害の診断がある児童生徒数

　（作成が必要な診断のある児童生徒に対する割合）

公立小学校
公立義務教育
学校前期

公立中学校
公立義務教育
学校後期

 公立高等学校

　うち、作成している学校

　うち、発達障害等の診断のある児童生徒数

　作成済みの児童生徒数

　１年生に個別の指導計画の作成が必要な児童生徒が在籍している
　学校数

　うち、医師による発達障害の診断がある児童生徒数

　うち、なんらかの引き継ぎを実施した人数

　うち、個別の教育支援計画、引き継ぎシート等
　なんらかの文書を活用した人数

　うち、なんらかの文書を活用し、引き継ぎを実施した学校数

　うち、発達障害等の診断のある児童生徒数

　個別の指導計画の作成が必要な１年生児童生徒数
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　実施対象校数

　実施対象児童生徒数

　学校経営計画に特別支援教育について記載している学校

　校内研究等にユニバーサルデザインの視点を位置付けている学校

　必要と考える児童生徒が在籍している学校
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　必要と考える児童生徒数

　作成済みの児童生徒数

　必要と考える児童生徒が在籍している学校

　必要と考える児童生徒数


